
研
究
所

所長　十河 憲夫
https://wwwr.kanazawa-it.ac.jp/wwwr/lab/ibcs/

Institute of Biomechanical Control Systems

生体機構制御技術研究所
工学、生物学、医学等の多岐に亘る技術情報を統合し新たなロボット開発を
当研究所では、大きく3つのプロジェクトを推進しています。プロジェクト１の対象である水中
航走体は、地震・津波及び侵入者に対する海岸や港湾の警戒監視に役立つ技術です。プロ
ジェクト２の対象である小型飛翔体は大規模災害時等の上空からの状況調査、不審者の侵
入監視システム等に応用できると考えます。プロジェクト3では、生物にみられる拮抗二関節
筋の制御機構を応用し、陸上で使用される作業用マニピュレータの制御技術を構築します。
これらの成果は、各種マニピュレータ、建設機械、高精度の位置決め機構等に応用可能です。
当研究所は、人間の感覚、運動機能および脳の情報処理システムとしての特性および微小脳
システム（昆虫など）の行動原理の研究などを通して、人間と共創でき、抗たん性の高い機械
システムの設計を行っていきます。
当研究所で得られた知見や成果は、積極的に公開し、産官学連携による研究を推進し、専門
領域を越えた共同研究を行っていきたいと考えています。 ▲水平循環型回流水槽といい、物体に働く流体力計測や物体周りの流れの観察など

を行う大型装置

RESEARCH THEME : 研究テーマ

生体機構制御技術の水中航走体およびその周辺機器への応用
・魚類のヒレや体の屈曲運動等の生体機構の制御メカニズムを応用して推進する、水中航走体の研究開発
・水中で作業するマニピュレータの研究開発
生体機構制御技術の小型飛翔体およびその周辺機器への応用
・複雑な地形でも離着陸できる降着装置の研究開発
生体機構制御技術の陸上機器およびその周辺機器への応用
・生体機構を応用したマニピュレータ等の陸上機器の研究開発

ほか

研究キーワード
・ 燃焼計測
・ 光計測
・ ビークルシステム設計
・ 制御工学
・ 航空力学
・ コンピュータ・サイエンス
・ ナビゲーション
・ ロボティクス
・ ものづくり
・ 飛翔体

・ マルチコプター
・ システム工学
・ 多脚移動ロボット
・ 災害復旧
・ 持続可能社会
・ 補償光学
・ レーザー
・ 教育

やつかほリサーチキャンパス

所長　廣瀬 康夫
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Future Machine Technology Laboratory

ＦＭＴ研究所
「ふせぐ、まもる、たすける」ための「未来を見据えた革新的機械技術」を開発する

20世紀の技術革新は人類の夢を実現し、便利さや快適さを与えてきましたが、一方、現在に
おいては自然環境の破壊、大規模災害、高齢化、地方の過疎化、等の新たな社会問題が生じ
てきています。このような社会問題に対して、「ふせぐ（F）」「まもる（M）」「たすける（T）」をバッ
クボーンにしながら、未来（Future）社会を実現あるいは支援できる、多機能で革新的な機
械技術（Innovative and Multi-functional／Mechanical Technology）を研究開発し、
社会実装までを目指す産官学連携型の研究所として、FMT研究所が設立されました。
現在、FMT研究所で取り扱うテーマは、国連が掲げるSDGsの目標達成、並びに内閣府が
定めるSociety 5.0の実現に向けて、「低炭素社会づくりを見据えた環境・洗浄・加工システ
ム開発」、「人に優しい航空機の実現」、「人々の暮らしを助けるロボット技術の開発」がメイン
となります。これらはいずれも、機械工学、航空工学、ロボティクスに関わる基盤・融合技術
から社会実装方式やユーザニーズを考慮した応用技術まで一貫して研究開発するものであ
り、FMT研究所では企画立案・設計・試作・実証実験のサイクルを繰り返すことを通じて、新たな解の創出を目指しています。
さらに、研究所個別の活動にとどまらず、研究所間の連携や産官学連携を通して大学の総合研究力を向上させる活動を進めています。現在は、本学の学科横
断型クラスター研究チームと株式会社鹿島建設殿が共同で運営するKIT×KAJIMA 3D Printing Lab（宮里心一所長）をFMT研究所内に設置し、FMT研究所
の研究員も研究プロジェクトに参加しています。今後は、組織対組織としての産学連携を更に推進して、他の研究プロジェクトへの参画を目指します。

RESEARCH THEME : 研究テーマ

低炭素社会づくりを見据えた環境・洗浄・
加工システム開発
・パワー半導体や高輝度LEDデバイス基板の

超精密ファブリケーションプロセスの開発
・流体と熱のエネルギーを利用した環境に優

しい応用技術の開発

人に優しい航空機の実現
・航空機の環境適合性向上技術の開発
・小型無人機・ドローンの飛行安全性の向上
人々の暮らしを助けるロボット技術の開発
・ニーズに応える医療福祉システムの提案
・AIを活用した生活支援システムの提案

研究キーワード

ほか

やつかほリサーチキャンパス

・ 超精密ファブリケーション
・ 高効率工具開発
・ 結石破砕／洗浄技術／ウォータ

ジェット
・ 熱／環境／エネルギー
・ 革新航空機
・ 環境適合性
・ 小型無人機／ドローン
・ 飛行安全

・ 制御工学／ロボティクス
・ AI応用／データサイエンス
・ 生活支援技術
・ 福祉医療支援技術
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